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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 43,84 44,15 +0,31 44,82 -0,67

USD / BRL Spot BRL 2,3305 2,3176 -0,0129 2,1789 +0,1387

USD / JPY Spot JPY 102,16 102,33 +0,17 97,68 +4,65

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 51.861 51.847 -14 55.073 -3.226

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 205,2 205,0 -0,2 164,0 +41,0

Brazil 5yrs Gov. Bond % 12,53 12,52 -0,01 11,46 +1,06

DI Future Apr14（金利先物） % 10,10 10,05 -0,05 9,95 +0,10

3 Months US Dollar Libor % 0,238 0,239 +0,001 0,236 +0,003

CRB Index（国際商品指数） Index 273,5 273,5 +0,0 281,9 -8,4

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。
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昨日のドルレアルスポット相場は薄商いのなか各種材料を消化し切れず上下に振らされる展開でした。
朝方は前日夜に発表されたＣＯＰＯＭ声明文の解釈をめぐって相場はボラタイルな展開となり、２．３１台
半ばから２．３４台前半で振らされる動きとなりました。その後、２．３２を挟んでもみ合いとなりましたが、
１０月の中央政府財政収支が予想を下回る黒字だったため２．３３台前半へレアルは売られました。
しかし、米感謝祭で薄商いのなか値が飛びやすい展開となり、結局２．３１台後半へレアルは買い戻されて
引けています。

昨日の為替相場は方向感の掴みにくい展開でしたが、金利相場は全般的に利回り低下となりました。
ＣＯＰＯＭの声明文から利上げによるインフレ抑制トレンドの見込み部分が削除されたことで市場はここまで
続いた利上げサイクルのペースに変化が表れるとの見方が優勢になったようです。声明文では利上げ
サイクルが４月から続いていることを新たに記したこともあり、サイクル自体が長く続いていることを市場に
示したとも考えられます。ただ、中銀の見通し通り財政が中立へ戻ってインフレ抑制方向に働くのか予断を
許さない状況もあるため、今後の金融政策を探る上で当局者発言等へ更に注目が集まるでしょう。
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